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自然の概要

横浜自然観察の森は，神奈川県南東部，横浜市の南掃に位置する．面積は45.3haで，

三浦半島の先端まで続く広大な緑地の一部である．地形は起伏に富み，標高50ベ50m

である．

林相は，ヤマザ、クラ Pru.刀rsdo刀arium，コナラ Ouercusserrataやミズ、キ C、ormI s 

con tro versaなどからなる二次林が、ほとんどで，一部’夕フノキ Persθathu.刀berg1iの

多い二次林，モウソウチク Phy//os ta ch ysρubescensの林があり，スギ Cryptomeria

japonica，ヒノキ Chamaecypar，βbotusaの植林もある自然観察センター周辺には，ヤ

マモモ Myricarubra，スダシ、イ Shlirasiebo/dli；シャリンパィ Rhaphio/eρisumbel/a ta 

や．トウネズミモチLigustrum/uc1ぬmなどの植栽がある．草地は，ススキ Miscanthus

sine刀sisやセイタカアワダチソウ So/Jdagoalt/おimaなどの高茎草本の草原と，踏圧

によって裸地化しつつあるイネ科Gramineae草本の低茎草本の草原である．

水域は，江ノ島付近に流れ込む柏尾川の支流であるいたち川の源流部と，湿地．谷を

せき止めて作った池がある． （文責：藤田薫）
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横浜自然観察の森調査報告11(2005)

円海山地区におけるスダジイ林の立地環境

小嶋紀行 1・川瀬悟 2.中島亜利 3

はじめに

スダジイ（Castanopsissieboldii)とアカガシ（Quercusacuta）は，日本の暖温帯減における気候

的な極相林を構成する主要な樹種であり，一般的にスダジイは暖温帯下部（シイ林域），アカガシ

は暖温帯上部（カシ林域）で優占することが知られている．このように，両種は温度条件による優

占域の遣いが指摘されており，その境界は吉良の暖かさの指数（1949）で 100-120前後とされて

いる（岡野・須崎 1989;T akyu & Ohsawa 1997). 

この暖かさの指数が 120前後となる横浜市周辺では，両種が混生したスダジイーアカガシ型

の林分が見られる一方で，スダジイータブノキ型の林分も同所的に見られる．これら2タイプのス

ダジイ林は既に，前者がヤブコウジースダジイ群集アカガシ亜群集，後者が同群集典型亜群集

として，植物社会学的に記載されている（神奈川県教育委員会 1972；宮脇 1986).

このように，横浜市周辺では2タイプのスダジイ林が同所的に成立するが，その種組成の相違

がどのような要因によってもたらされるのかについては，まだ明らかにされていない．そこで本研

究では，スダジイーアカガシ型のスダジイ林と，スダジイータブノキ型のスダジイ林の成立要因を

明らかにするために， 2タイプのスダジイ林が同所的に存在する円海山地区を対象として，種組

成と立地環境との関係について考察した

調査地・調査方法

野外調査は， 2004年5月から 2005年9月にかけて，円海山とその周辺地域のスダジイ林に

おいて行った．

調査方法は， Braun-Blanquet~1964）による植物社会学的手法を用いた

解析には，小嶋ほか（2005）で報告された 12地点の植生調査資料と．未発表の 14地点の計 26

の調査資料を用いたこれらを基に Ellenberg(1956）と Muller」 Domboisand Ellenberg(1974）の表

操作法に従い，組成表を作成して群落区分を行った．

さらに，調査区の種組成と環境要因との関係を見るために，得られた調査資料を基に主成分

分析（PCA）を行った PCAには，出現回数が 1回の種を除いた 87種を対象として．調査区ごと

に種の在・不在を1と0で入力したデータを用いた．

環境要因として，傾斜角，地形，斜面方位，土質を用いた．斜面方位は，日射量の違いなどに

よるミクロスケールでの気温較差を反映するように，東からの偏角OをsinOに換算した値を用い

て，斜面方位を数値化した

1横浜国立大学大学院環境情報学府環境生命学専攻植生学研究室

2北海道大学大学院環境科学院生物園科学専攻森林動態学分野

3横浜国立大学大学院環境情報学府環境リスクマネジメント専攻生態学研究室
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結果

(1）植物社会学的な群落分類

26の植生調査資料を植物社会学的手法で表操作した結果，ヤブコウジースダジイ群集アカ

ガシ亜群集とヤブコウジースダジイ群集典型E群集が識別された（表 1）.このアカガシE群
集の区分種として，アカガシ，イヌツゲ，イタピカズラ．ネズミモチ，ヒイラギ．ヤブツバキ，モチ

ノキ，トベラが認められた．

なお，アカガシ亜群集の平均出現種数は27.1±6.9種，典型亜群集の平均出現集数は30.5

±7.5種と，典型E群集の出現種数が若干多かったが，統計的に有意差は見られなかった
(P=0.28, U-test). 

(2)PCAによる調査区の序列化と要因分析

PCA によって得られた第一主成分軸（PC1)・第二主成分軸（PC2）の 2軸上に，各調査区を

展開させた．まず，各調査区と植生単位を対応させると，アカガシ亜群集は PC1の値の高い

領域，典型亜群集はPC1の値の低い領域に展開していた（図 1-a）.次に，各調査区と土壌型

を対応させると，黄褐色森林土はPC1の値の高い領域，褐色森林土はPC1の値の低い領域

に展開していた（図 1-b）.さらに，各調査区と地形単位を対応させたが，目立った傾向は見ら

れなかった（図 1-c).

加えて， PC1・PC2と．傾斜角・斜面方位との関係を検討したが，有意な相聞は見られなかっ

た（表2).

考察

表 1より，アカガシ亜群集の区分種は．アカガシ．イヌツゲ，ヒイラギなど内陸の力シ林域が分

布の中心となる種群と，モチノキ，トベラなど暖温帯の沿海部が分布の中心となる種群が見られ

た．このように．山地性の種群と海岸性の種群が同所的に生育しているのは．本調査地域が気

候的にシイ林域とカシ林域の境界付近に位置する事だけでなく，海岸線から比較的近い（3～

5km）ためだと考えられる．

図 1-aと図 1-bより．植物社会学的手法による調査区の分類と土壌型による調査区の分類

の結果が，非常に類似していることから，アカガシ亜群集は主に黄褐色森林土に成立し，一方の

典型E群集は主に褐色森林土に成立していると考えられる．すなわち， PC1に沿った種組成の

分化は．土壌型に対応したものであると考えられる．また，辻（1991）は狭山丘陵において，クヌギ

ーコナラ群集が主として黒ボク土上．クリーコナラ群集が褐色森林土上に生育していることから，

両群集の生育立地と土壌型が対応していると報告した．このように．土壌型の違いが群集·~群

集レベルでの種組成の分化に影響を与えることは，日本の暖温帯域では一般的な現象であると

考えられる．

しかし本研究では．傾斜角・斜面方位・地形に対応した種組成の変化は明らかにならなかった

（図1-c，表2）.これは，調査対象としたスダジイ林が，南向き斜面の尾根や斜面上部に集中して

いたためかもしれない．磯谷（1991）は，伊豆半島南部のE陵地において，常緑広葉樹林が冬季

の寒さが緩和される尾根と南斜面に偏在していることを報告している．これより．暖温帯北部の

二次林において，常緑広葉樹林が尾根や南斜面に偏在する現象は，一般的に見られる現象で

あると考えられる．

以上のことから，円海山地区のスダジイ林の種組成の分化に対して，土壌型の相違が最も重
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要な役割を果たしていると考えられる．

謝辞

本研究に際して，東京農業大学森林生態学研究室の中村幸人先生，武生雅明先生には，貴
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って頂いた．ここに記して，御礼申し上げる．

要約

円海山周辺のスダジイ林において，種組成と立地環境との関係を明らかにするために，植物

社会学的手法を用いて植生調査を行った．得られた調査資料を用いて表操作を行った結果，ヤ

ブコウジースダジイ群集アカガシ亜群集と同群集典型E群集が識別された．さらに，得られた 26

の調査資料を用いて PCAによる序列化を行った結果，アカガシE群集の生育立地は黄褐色森
林土と，典型E群集の生育立地は褐色森林土上と対応していた．これより，円海山地区のスダ

ジイ林の種組成の分化に，土壌型の相違が大きく寄与していると考えられた
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横浜自然観察の森調査報告11(2005)

保全計画羽

一市民と考える管理計画策定の試みー

藤田薫 1

はじめに

横浜自然観察の森では、2000年度より、調査、市民からの意見収集、横浜自然観察の森友

の会（以下、 f友の会Jとする）と共にゾーニング・管理計画を策定する検討委員会「いきもののに

ぎわいのある森づくりを考える会J（以下「考える会」とする）を開催し、また、－人材育成プログラム

の実施、展示やパンフレットによる普及活動等を通じ、生物多様性保全の森づくりを進めてきた

(2002年度調査報告参照）。

雑木林管理ゾーン（2002年度調査報告参照）の管理計画策定については、計画案を 2003年

度ピレンジャーから友の会に向けてf考える会く第5回＞Jで提案し、2004年度に「考える会く

第6回一第11回＞Jで検討を進めた（2004年度調査報告参照）。2005年度は、『考える会Jでボラ

ンティアを募り、雑木林管理ゾーンの中の斜面が緩い、市民によって管理可能な区域で林の様

子を調査し、「考える会＜第 12回＞Jで、区域分けをレンジャーから提案した。また、調査によっ

て明らかになった2004年度との変更点、再考が必要な点についても意見を交換した。提案内容

について、および、2004年度との変更点、再考が必要な点について、また、次年度の予定につ

いて報告する。

管理区域分けの検討方法

区域分けのために、まず、地図上で、「雑木林管理ゾーン」の中で、斜度 30度以上の急斜面

の部分を抽出した（図1）。

次に、この急斜面以外の部分を実際に歩き、林の様子を調査した。調査は、「考える会Jで、友

の会会員と連続行事「森のレンジャー体験Jの参加者からボランティアを募り、常緑樹・常緑の林

床植物の被度、アズマネザサとアオキの茂り具合、常緑の林床植物の種類等を調べる調査を行

った（調査の結果は本報告書『いきもののための雑木林管理ゾーンの林内調査Jを参照）。この

調査結果、および今までの調査結果（宮本 2003）を踏まえ、管理区域の区分を検討した。

1 日本野鳥の会サンクチユアリ室干247-0013横浜市栄区上郷町1562-1 横浜自然観察の森
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管理区域の提案

「いきもののにぎわいのある森づくりを考える会jく第 12回〉

実施日：2006年3月12日 15:00ー16:30

参加者：11名

概要：まず初めに、2004年度までに合意している部分の確認を行った（資料1、藤田 2002、岡本

2004より引用）。その後、管理区域の提案と、その理由として調査結果の説明を行った。調

査の結果から、斜面のゆるい、ある程度の広さのある、アオキやアズマネザサなどが繁茂

している区域、常緑の多い区域、希少種のある区域などが明らかになった。

提案：以下の内容を提案した（資料2）。

1)管理区域の区分。

斜面の緩い、ある程度広さのある場所を選んで区域分けして提案した。

2）低木管理の優先区域。

調査から、アオキやアズマネザサなどの単一種が著しく繁茂している区域を、低木管理

の優先区域として提案した。

3）高木管理の順番イメージ

管理は、希望する区域の管理計画をセンターに提出して許可を得てから行うことになるが、 ＼

その際、高木の管理に関しては、隣り合う区域を連続しτ管理するのではなく、管理した
翌年には、離れた区域を管理するように留意する。隣り合う区域を連続して伐採すること

は、成長段階の似た広い林をつくることになり、それは、モザイク状の環境の創出になら

ないためである。

変更：2004年度の『いきもののにぎわいのある．森づくりを考える会jで配布した現存植生図では、

⑥が落葉樹と常緑樹の混交林となっているが（資料1）、実際にはスギ・ヒノキの植林であっ

たため、その点を変更することとした。また、2004年度に合意した作業優先順位については、

「管理計画案Jの表では、⑤のスギ・ヒノキ林はの管理の優先順位はB（優先順位中程度｝

であったが（資料1）、谷筋にはスギの倒木などが多いことから、優先順位を上げた。

再検討の確認：外来種の駆除について、2004年度に優先順位を決定している（資料4）。しかし、

この検討と決定を行った「考える会」の場には、植物に詳しい友の会「野草の調査と保護プ

ロジェクト」が参加していなかった。駆除優先種と決定された種の中には、既に観察の森に

は現存していない種なども含まれており、現実にそぐわない部分がある。そこで、再検討を

「野草の調査と保護プロジェクトJに依頼することとした。再検討のために、今回は、林内で

作業する友の会「雑木林ファンクラブjのメンバーを中心に、林内等で自にする外来種など

について情報交換を行った。

2006年度予定

管理区域の保全管理計画策定のための調査・計画策定を体験し、その技術と知識を身につけ

るため、友の会および一般市民の参加者を募って、年間を通した連続行事の中で、ミズキ3付近

を対象地として、実際に計画を策定する予定である。

10 
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ゾーニング計画

＜資料1>
横浜自然観察の森調査報告書8(2002)

レンジャーおよび友の会で合意を得たゾーニング計画では， 3つのゾーンに圏内を区分した（図

1 ) .これらの区分は「森林Jの目標区分であるため，今回，図示にあたって，湿地，草地などは，

各々現在のままにしてある

図1.ゾーニング案

12 
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く第11回＞

実施日：2005年3月19日15:00～17:00

参加者：22名

概要：

＜資料1>
横浜自然観察の森調査報告 10(2004)

1月の提案に対しての意見等を取り入れた、雑木林管理ゾーンの

①横浜自然観察の森保全管理計画（案）

②雑木林管理ゾーンの保全管理計画における考え方のルール

③管理作業とその優先順位

④皆伐更新エリアの手を入れる順番

⑤外来樹木リストと除去の優先順位

を発表した（資料1-1）。

この中で、今年度合意に達した事項は、①、②、③、⑤である。ただし、皆伐更新の

エリア区分（エリア数、1区画あたりの面積）については測量し、その後、管理作業とそ

の優先順位を検討することとした。

13 



く資料 1-1> 
横浜自然観察の森調査報告10(2004)

横浜自然観察の森 保全管理計画（案）

2005年3月11日横浜自然観察の森岡本裕子

( 1 ）横浜自然観察の森の評価とその役割

横浜自然観察の森は、神奈川県内で2番目・横浜市内で最大の大規模緑地「円海山

緑地Jの一角であり、約45haの広さを持つ。円海山緑地は、 5つの川（いたち川・

大岡川・宮川・侍従川・滑JII)の塁盗置である。また、この地域は照葉樹林の北限域

で、ヤマザクラやミズキを中心とした落葉広葉樹林の中にスダジイやタブなどの常緑

広葉樹が残存する。

圏内は、草地・湿地・水辺・林縁・林（照葉樹林への遷移途中にあるヤブや低木の

ある林、手入れのされた雑木林）と変化に富み、そこにはノウサギ、タヌキ、フクロ

ウ、ウグイス、カワセミ、バッタ類、キリギリス類、ホタル類、 トンボ類など差益主主

主主主企（日南乳類16種・鳥類140種・両生類8種・胞虫類14種・魚類8種・植物731

種・毘虫2309種）が生息する。

横浜自然観察の森の設置目的は、市民が様々な生きものと触れ合える場を提供する

ことであり、現在年間約40000人の来園者がセンターを訪れている。

役割）

・大規模緑地でなければ生息できない生きものがすむことができる。

・多様な生きものが生息していることから、周辺の小さな緑地への種の供給源となる。

．市民に様々な生きものと触れ合いの場を提供する。

( 2）全体の目標

いきもののにぎわいのある森（生物多様性の保全された森）を目指す。

※ 「いきもののにぎわいのある森Jとは、もともとこの地域に生息している多様な生き

物が暮らし（生物多様性が高い）それらがお互いにつながりあって生きてゆく （生物

問相互作用）ための環境が保全された森を示す。

( 3）ゾーニングの方針

上記全体目標に基づき、圏内を3つにゾーン分けを行った。

1 .様々な環境の雑木林を緑地の周辺に配置する。→｜雑木林管理ゾーン｜

2. 中央は照葉樹林にしてゆく。 →！遷移ゾーン｜

3.林縁植物の生育する場所を確保する。 →｜林縁ゾーン｜

( 3) -1 . 雑木林管理ゾーンの保全管理計画における全体方針

【雑木林管理ゾーンの目標】 様々な環境の雑木林を配置する。

【雑木林管理ゾーン保全管理の基本方針】

①生き物に配慮する

②自然植生を大切にする

③様々な種類 ・成長段階の樹木が生育する雑木林を目指す

④希少な草本植物を保護する

⑤環境教育的価値を高める

14 



く資料1-1> 
横浜自然観察の森調査報告10(2004)

雑木林管理ゾーンの保全管理計画における、考え方のルール

2005年3月15日岡本裕子

1 ）【目標植生の基本的な考え方】

雑木林管理ゾーン（2次林で遷移を止めるゾーン）の目標は、遷移ゾーンと併せて、

いきもののにぎわいのある（生物多様性の保全された）森を目指すことである。

そのために、様々な環境の雑木林を配置し、 2次林を好む生きもの（林床植物、チョ

ウなど）が生息することを目標とする。この場合、雑木林とはクヌギ・コナラの薪炭林

のみを示すのではなく、自然植生の落葉広葉樹を主体とした雑木（ざっぽく）林である。

雑木林管理ゾーンの現状植生は、ミズキ・ヤマザクラを主とした落葉広葉樹が多くを

占め、センターから森の家裏手にはスギ・ヒノキの人工林が見られる。また、雑木林フ

ァンクラブが作業を行っているクヌギ林は、クヌギ・コナラが主体である。

様々な環境を創出するために、様々な種類・成長段階の樹木が生育するよう管理を行

ってゆく。そのためには、管理の時期をずらす（ローテーションで皆伐）・管理方法を一

律化しない（低木・草本・落葉落枝の扱い）など留意する必要がある。留意点は項目 3)

に示す。

なお、外来樹・人工林！ごついては、徐々に自然植生に変えてゆく方向で検討する。

2）【管理作業の概要とその根拠】

d浦々な成長段階の林とするために、管理区を15区に区分けし（1区画約1,500 ni）、ロー
テーションで高木の皆伐更新を行う。更新期間は15年 1サイクルを基準とする。

別紙に皆伐更新を行う区画の地図及び手をいれる順を示す。

②アズマネザサ・アオキ・ウツギなど特定種が占有しているところは、単一植生になり目がち

であるため、繁茂が著しい場合は除去作業（遷移促進管理）を行う。→※注：管理作業の

留意点参照

③もともとこの地減に生息している多様な生きもの同士のつながりあいを保つため、外来樹

木を除去し、自然植生に変えてゆく。除去の対象となる外来樹木は、園芸品種ほか圏内の

植栽木全般を含む。その際、代替の種が必要であれば、遺伝子汚染を防ぐため円海山の在

来樹木の種・実生もしくは山採りした苗木を使用する。周辺緑地外からの苗木の持ち込み

（採集・購入等）は、圏内にある樹種であったとしても、行わない。現存の外来樹木は根

絶することが望ましいが、実際には優先度の高い（タネを飛ばす等）順のリストを参照の

うえ、管理作業を行うものとする。

④人工林を自然植生に変える

本来の植生を大切にするため、センターから森の家裏手のスギ・ヒノキ林をゆるやかに自

然植生に移行させ、落葉広葉樹に常緑が混じる多種混交林を目指す。
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3）【管理作業を行う上での留意点】

く資料 1-1> 
横浜自然観察の森調査報告 10(2004)

生きもののための保全管理計画立案のための必要事項を整理し、以下留意事項とする（雑

木林管理ゾーン全エリア共通）。また、植生や生息する生きものの状態に応じて、随時補足 a

改編されるものとする。

【草本・低木の管理】

口1.希少植物の保護のため、以下の作業を行う。

口下草刈り・ササ刈り前に、野草の調査を行う。

口特に作業地に希少植物がある場合は、事前に場所を確認し、選択的除草を行う。

口除草後に新たに出てきた野草の記録写真をとり、種名を確認する。

口2. 占有している低木（ササ、アオキ、ウツギ）以外の低木は残す。

口3.ササ、アオキを刈る場合も、生きものの隠れ場所になるヤブを残す箇所をつくる。

ヤブは濃くなりすぎると生きものが棲みにくくなるので、数年ごとに場所を変える。

口4.水辺の周辺のヤブは、生きものが水場を利用する際の隠れ場所として刈らずに残す。

口5.林縁部（ツル植物、マント群落）を利用する生きもの（カメムシなど）のために保

存する。

【主木（高木）の管理】

口6.枯れ木・倒木を利用する生きもの（コゲラ、クワガタムシ）のために残す箇所をつ

くる。

口7.切った木は基本的には現地に積んでおく。持ち出す場合は事前に計画書へ記入のう

え相談。

ロ8.大径木は残しておく。
口9.大木の周辺のヤブは刈り残しておく。

【落葉落枝の管理】

口10.蓮華蓬盤の取り扱いについては、管理区ごとに除去する年を変える。

4）【エリアごとの作業計画】

計画をたてる際は、人間の美的感覚のみにとらわれた管理ではなく、そこに生息する生物の

ハピタットをどのように確保するかが重要である。

1～10までの留意項目を踏まえた作業をそれぞれの場所で円滑に行うために、計画をたて、

連絡・報告を行う。

※一連の過程については、検討中。

STEP 1.作業予定地の希望はセンターに報告する。

STEP2.作業計画をたてる

STEP3.作業の実施

STEP4.実施結果の報告

※作業前・後にモニタリング調査を行い、評価する。 （詳細 6) 
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5）管理作業と優先順位（別紙表を参照）

2005年度着手する項目案として示す。

I 1.優先度A-1 特定種が占有しているエリア｜
作業項目）

く資料 1-1> 
横浜自然観察の森調査報告 10(2004)

口占有しているアズマネザサの除去 〔場所：エリア① ヘイケ湿地手前〕

口占有しているアオキの除去 〔場所：エリア①へイケ湿地下部〕

ロ占有しているウツギの除去

【作業概要】

〔場所：エリア① ヘイケ湿地～シラン手前〕

①エリア内を調査し、刈る部分・メljり残す部分をゾーニングする。（調査）

※作業前に、エリア内に希少種が無いか要確認。ある場合は場所を確認し、囲っておく。

②刈るゾーンの占有種を除去する。（管理）

※基本的に手作業で行うものとする。

③管理の役割・意義を利用者に周知する。（教育）

③除去後に出てきた野草を写真に撮り、同定する。（調査）

12. 優先度A 高木管理（皆伐更新）前の林床整備｜
作業項目）

口アズマネザサ・アオキの除去 〔場所：エリア②～④〕

【作業概要】前述①～④と同様に行う。

13.優先度A 外来種管理後の代替種育劇
作業項目）

ロソメイヨシノの代替種となるヤマザクラ・オオシマザクラの実生苗育成

14.優先度A 外来種の除去i
作業項目）

口リスト参照し、優先度の高い外来樹木 （実生含める）を除去する。〔場所：全エリア〕

15.優先度B 高木管理（人工林管理）前の林床整備｜
作業項目）

1 .アズマネザサ・アオキの除去 〔場所：エリア⑤～⑥ 炭小屋裏斜面〕

【作業概要】前述①～④と同様に行う。

※項目内に、個人・ PJで希望の作業があれば、センターに申し出た上で調整を行う。

6）管理計画の評価と見直し

本計画は、管理前後のモニタリング調査を行うことで随時見直され、軌道修正されるものと

する。・・・・具体的なシステムは 4）で検討中

管理作業の評価にあたり、林が立派に成長した ・林の中がすっきりしたというだけでは十分

でなく、手入れをした結果その場所の自然が豊かになったかどうかを判断材料とする。
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特｝こf優言語両r=
除去するもの

1トウネズミモチ
2ネズミモチ
3グミ類

（ーミダイオウグミ
アキグミ
ナツグミ

4 シャリンパイ

優先度の高いもの

．ヒイラギナンテン

・トペラ
・ピラカンサ

モッコク
オニグルミ
クスノキ
．シュロ

コムラサキ
ビヨウヤナギ
ユキヤナギ

その他

シラカシ
ヤマモモ
ソメイヨシノ

ニシキギ
ハマヒサカキ
イイギリ
カキノキ

＜資料4>

（調査報告2003年度より）

付録 ：データ集6 植栽木リスト
1.林 ・生垣 ・並木等1箇所に多数抱えられているもの

No I 種名 ー一 一一－ 4 ・ ー 干

11アカマツ
21アキニレ
31アジサイ
41アラカシ
51イイギリ
61オオパグミ
71オオパヤシャブシ
81オオムラザキ
91オオヤマザクラ
10オカメザサ
11ガクアジサイ
12カスミザクラ
13カラ告チ
14キンカン
15キンモクセイ
16クスノキ
17クヌギ
18クロマツ ー
19コナラ
20サザンカ
211サツキ
22サトザクラ
231サンゴジュ
241シャリンパイ
251シラカシ
261スギ
271ソメイヨシノ
281ダイオウグミ
291チャノキ
.301ツツジ園芸橿
311ツバキ
321ドウダンツツジ
331トウネズミモチ
341トベラ
351ナワシログミ
361ニシキギ
371ネズミモチ
381ハナゾノックパネウツギ
391ハマヒサカキ
401ハリエンジュ
411ヒイラギ
421ヒイラギナンテン
43ビヨウヤナギ
441パニガク
451マルパハギ
461ミズキ
471ミヤコザサ
481ムクゲ
491ムベ
501メ告セコイア
511モウソウチク
521ヤヱヤマブキ
531ヤマモモ
541ユキヤナギ
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2. 

No 
11アキグミ
21アカシデ
31アンズ
41イチョウ
51イヌコ Jヤナギ
61ウメ
71ウメモドキ
BlウンJュウヤナギ
91エンジュ
101オオデマリ
.111オニグルミ
121カキノキ
131カクレミノ
141クロガネモチ
151ケヤキ
161ケヤマハンノキ
171ケンポナシ
181コフシ
191コマユミ
201シュロ
211シラキ
221スダジイ
231タチバナモドキ
241タこウツギ
251ツブラジイ
261ナツグミ
271ナンテン
281ノリウツギ
291ハコネウそツギ
301ハナミズキ
31 Iピワ
321フリソデヤナギ
331ベニバナトチノキ
341ホソパイヌビワ
351マテパシイ
361マンリョウ
371ミズナラ
381ミヤギノハギ
391ミヤマガマズミ
401モッコク
411モモ
421ヤマツツジ
431ヤマハギ
441ヤマボウシ
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野草の管理について

その 1：駆除する植物［之ついて

横浜自然観察の森

2000.'l.16；藤田

．観察の森から駆除する植物（Noは3 優先Ji庚）

i .園芸種（八重のヤマアキ ・金魚ツパギなーど＝特！と人為的！こ植えた種）

' 

． 
． ． 

－ 

－ 
. 

' 
． 

2.外来種（ピラ力ンサ・トウネズミモヂなど』特に人為的！こ植えた種）

｛皇しF セイヨワタンポポのようにJ臼本中！と広がって駆除しきれないものF
駆除しでも，都市化のため［乙在来種に適Lた環境が減ーってお：り，在来種が再び増
える可能性がないようなもの怯J駆除．対象か与除ミiI ii元にγ昆虫や鳥－プけものな
どの勤物や，他の縞物との関係が成・り立つ .i~ 生態系／A·~部・とな7ているか与．
またJ このような植物とF在来種の雑種Cあいのこ）はjs人為的に作られた
ものでないのならばp生態系の中｛こゼぎたy・生物同士Eの新ししう関係の？っ3なのでi
L人為的に駆除しだりしない（但し：； ·~の雑種や〉駆除しきれない外来種がF イ有か
葱しiことを引き－起こず；というととがわが六段，;i幸栄，, .. 駆除する可能低も為る）．：

・3.円海山緑地の自然植生｛ごない種で1風2や，昏などによラで種子育長－布・されど：増えて
しまう干重（オオパグ芝，ア井グミ1ナヴ・シロークゅ三Iイイギりな己／・.

4、円、海山緑地ぬ自然植生にない種 ．
但し，近隣4区（栄区 ＼港南区・磯子；区・金沢区：~＇の自然植生｛之ある場合やj

観察め森の環境1ご生怠ず；；~｛｛まず－の植物ぎ復活さぜようとし！ている場合
は除く

＊・・人為的［ニ植乏たものの中！こF不適切なものが多いので／，これを駆除Lていく．
値し，畑の作物などもありがまた＇ '41こ該当す各種もあるーのでy駆除じてよ－いか，
どうJかわからなG＇－場合は y レン川一.｛乙~~言相談：じが1ら1￥.＇？＿.~七ぐださい；

－ 

． 

．・．
・．

h
 

－
 

．
 

．
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P.28~29は欠番です。 


